
令和６年度石川県障害者アート魅力発信事業に係る 

企画提案募集要領 

 

 

１ 委託業務名 

  令和６年度石川県障害者アート魅力発信事業 

 

２ 業務の目的 

  障害のある人のアート作品を有償で貸し出し、その一部を作者に還元するモデル事業 

に取り組むことで、障害者のある人の文化芸術活動への理解促進と、社会参加を促進さ

せることを目的として実施する。 

 

３ 業務の内容 

  別紙の「令和６年度障害者アート魅力発信事業に係る業務委託仕様書」のとおり 

 

４ 委託期間 

  契約締結日から令和７年３月３１日（月）まで 

 

５ 委託上限額 

  ６，４００，０００円（消費税及び地方消費税を含む） 

    ※上記金額は予算の上限であって契約額ではないので留意すること。 

なお、限度額を超えたものは失格とする。 

 

６ 企画提案公募参加資格 

  参加者は、以下の要件をすべて満たしていること。 

（１）法人格を有し、石川県内に事務所又は事業所を有する団体であること。 

（２）本件委託予定事業に類似する障害のある人の芸術活動の支援に係る活動実績があ

り、障害及び障害のある人を正しく理解し、かつ当該委託業務を円滑に遂行するた

めに必要な経営基盤を有していること。 

（３）次の事項にいずれも該当しないこと 

① 地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16号）第 167条の 4の規定に該当する者 

② 石川県から指名停止の措置を受けている者 

③ 県税、消費税及び地方消費税を滞納している者 

④ 会社更生法、民事再生法等に基づく再生又は更生手続きを行っている者 

⑤ 役員（役員として登記または届出されていないが、事実上経営に参画している者

を含む。）が、暴力団による不当な行為の防止等に関する法律第 2条第 2号に掲げ

る暴力団及び第 6号に掲げる暴力団員並びにそれらの利益となる行動を行う者 

⑥ 政治団体 

⑦ 宗教団体 



７ 応募書類 

（１）応募申込書（様式１） 

（２）企画提案書（任意様式） 

① 表紙には、タイトルとして「石川県障害者アート魅力発信事業業務委託」と記載

し、提出年月日、提案事業者の名称・所在地・代表者を記載すること。 

② 提案内容については、「石川県障害者アート魅力発信事業に係る企画提案募集要

領」及び「石川県障害者アート魅力発信事業業務委託評価基準」を参考に、委託

業務をどのような方針や手法で展開し、実施運営していくのかについて、図表等

を用いて分かりやすく記載すること。 

③ 次に掲げる事項を必ず盛り込むこと。 

 ア 「アートレンタルいしかわ」の運営 

・レンタルの流れ 

   ・レンタル数の目標 

   ・レンタル作品の確保 

 イ 「県庁アートギャラリー」の運営 

   ・来庁者への周知方法 

 ウ 事業のスケジュール 

 エ 事業実施の人員体制 

 オ 応募者の持つ強み、障害のある人の芸術活動の支援実績 

（３）価格提案書（任意様式） 

５の金額の範囲内で作成すること。 

（４）その他、提案の内容を補足する書類（任意様式） 

提出は任意とする。 

提案内容を補足する資料があれば提出すること。 

（５）添付書類 

  ア 定款 

  イ 最新の決算書（１年分） 

  ウ 役員名簿 

  エ パンフレット等法人の概要が分かるもの 

（６）留意事項 

① 提出できる企画提案書は１案とする。 

② 提出書類に虚偽又は不正があった場合は失格とする。 

③ 一度提出した企画提案書等はこれを書き換え、引き換え又は撤回することはでき

ない。 

④ 企画提案書の記載が、特許権など日本国の法令に基づいて保護される第三者の権

利の対象となっているものを使用した結果生じた責任は、提案者が負うこととす

る。 

⑤ 提出された企画提案書は、審査に必要な範囲において複製する。 

 



８ 応募の手続き及び選考方法 

（１）問い合わせ先及び応募書類の提出先 

〒920-8580石川県金沢市鞍月１丁目１番地  

石川県健康福祉部障害保健福祉課 地域生活支援グループ 

   電 話：076-225-1459 

E-mail：shofuku2@pref.ishikawa.lg.jp 

（２）応募の手続き 

① 募集要項の配布 

ア 日 時 令和６年３月１９日（火）から令和６年３月２６日（火）正午まで 

イ 場 所 石川県健康福祉部障害保健福祉課 

 石川県障害保健福祉課ホームページからダウンロードすることも可能。  

https://www.pref.ishikawa.lg.jp/fukusi/soyugaisyaa-to.html  

② 応募に関する質問 

ア  受付期間 

  令和６年３月１９日（火）から令和６年３月２５日（月）１５時まで 

イ 提出先及び提出方法 

  質問書（様式２）を８（１）の担当課（問い合わせ先及び応募書類の提出先） 

あてにメールにより提出し、送付後必ず電話で着信確認を行うこと。 

件名は、「障害者アート魅力発信事業業務委託募集への質問」とすること。 

※口頭による質問は一切受け付けないものとする。 

ウ 回答方法 

質問ごとに随時、質問者に対し、回答する。 

なお、企画提案書の審査に係る質問には回答できない。  

③ 応募書類の受付 

 ア 提出期限 

   令和６年３月２６日（火）１７時必着 

イ  提出方法 

  直接持参又は郵送すること。 

持参する場合は、平日の９時から１７時の間とすること。 

郵送する場合は、担当者に事前に電話連絡の上、記録が残る方法により提出期 

限までに必着させること。 

なお、封筒に「障害者アート魅力発信事業業務委託関係書類在中」と朱書きす 

ること。 

ウ  提出部数 

  正本１部、副本４部（副本は正本の複写可）     

 

９ 委託業者の選定 

（１）選定方法 

①  審査会において下記（２）の評価基準に基づいて審査を行い、予算の範囲内に 

mailto:shofuku2@pref.ishikawa.lg.jp
https://www.pref.ishikawa.lg.jp/fukusi/soyugaisyaa-to.html


おいて優れた提案をした１者を受託候補者として選定するものとする。 

②  審査にあたっては、書類審査を実施する。 

（２）評価基準 

別表のとおり 

（３）審査結果の通知 

審査対象となった提案の応募者全員に審査結果を書面で通知する。 

なお、審査内容及び採点、選考結果に係る質問や異議は一切認めない。 

 

１０ 契約の締結 

（１）石川県は、審査会が最も優れた提案を行った者であるとした者と本件業務委託につ 

いて、別途あらためて内容を協議した上で契約を締結する。 

ただし、その者が、地方自治法施行令第 167 条の 4 の規定のいずれかに該当する 

こととなった場合等において、契約の締結を行わないことがある。 

なお、採択された事業計画・事業提案は、石川県との協議により修正・変更を行う 

場合がある。 

（２）上記９により最優秀提案者として選定されたものが、正当な理由なく契約しないと 

き又は協議が整わなかったときは、審査において順位付けされた上位の者から順に、 

契約に関する協議を行ったうえで契約を締結することができる。 

（３）契約書の作成に必要な経費は、委託者と受託者双方の負担とする。 

 

１１ 契約の解除 

   契約締結後であっても、次に該当する場合は契約を解除することを妨げないものと 

する。 

（１）提出書類に虚偽の申請が明らかになった場合 

（２）受託者に重大な瑕疵がある場合 

（３）業務遂行の意思が認められない場合 

（４）業務遂行能力が無いと認められた場合 

 

１２ 著作権等 

（１）本業務の成果品に係る著作権（作成の過程で作られた素材等の著作権も含む）及び 

その権利はすべて委託者に無償で譲渡するものとする。 

ただし、受託者と委託者の協議の上、欠かすことができないと認めた構成素材のう 

ち、当該著作権を委託者に帰属させることが困難なものについてはこの限りでない。 

（２）成果品及び構成要素に含まれる第三者の著作権、商標権、その他の権利についての 

交渉・処理は受託者が調査・処理を行うものとし、当該費用も見積額及び契約額に 

含めること。 

 

１３ 業務の一括再委託の禁止 

受託者は、受託者が行う業務を一括して第三者に委託し、又は請け負わせることが 



できない。 

ただし、業務を効率的に行ううえで必要と思われる業務については、委託者と協議 

の上、業務の一部を委託することができるものとする。この場合、事前に事務局に対 

して書面にて再委託の内容、再委託先（商号又は名称）、再委託の概算金額、その他 

委託先に対する管理方法等必要事項を報告しなければならない。 

 

１４ その他の留意事項 

（１）本事業の実施に当たっては、次の点に留意すること。 

  ① 関係書類の整備、保管を確実に実施すること。 

    ・総勘定元帳及び現金出納簿等の会計関係帳簿類 

    ・労働者名簿、出納簿及び賃金台帳等の労働関係帳簿類 

  ② 事業の実施状況や実績について、県の検査対象となること。 

（２）企画提案等は、本事業の目的に沿うように留意すること。 

（３）企画提案等は実施可能なものとし、原則として応募者側で管理運営すること。 

（４）本事業は、必ずしも当該企画提案の採用案に沿って行うものではなく、実施に当た

っては、委託者と協議して実施内容を決定する。 

（５）契約により生ずる著作権その他一切の権利は委託者に帰属する。 

（６）委託先候補者選定後、協議の上、契約を締結するが、選定された企画提案の内容は 

は契約限度額の範囲内で修正をする場合がある。 

（７）提出された応募書類は返却しない。 

 


